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（  続紙  １）  

京都大学  博士（地域研究）  氏名  Muhammad Hakimi Bin Mohd Shafiai 

論文題目  

Islamic Finance for Agricultural Development:  

Theoretical and Practical Considerations with Special Reference

 to the Activation of Idle Land in Malaysia 
（農業開発におけるイスラーム金融の応用 ―マレーシアにおける遊休地の

活性化をめぐる理論的・実証的考察―）  

（論文内容の要旨）  

 

 本論文は、農業開発分野におけるイスラーム金融手法の利用可能性に焦点を当てて、

遊休地の活性化のためにどのようなイスラーム金融手法が利用可能であるのかを、理

論的、実証的に考察している。主な対象国はマレーシアである。同国は、独自の経済

開発モデルによって 2020 年までにイスラーム諸国初の先進国入りをめざしており、イ

スラーム金融の発展にも官民合わせて熱心な取り組みをおこなってきた。本論文は同

国のこれまでの経済発展に基づいて、イスラーム金融を農業開発に適用する場合につ

いて考察をおこなっている。  

 理論的考察においては、近代以前のイスラーム法学で言及のある 2 つの取引契約、

耕作に関するムザーラア契約と果樹栽培に関するムサーカー契約に注目し、これらの

契約をめぐる法学上の論議をまとめた上で、それを現代的イスラーム金融に応用する

場合の契約形態を検討している。その結果、これら 2 つの取引契約は、農業開発のた

めの協業の契約として十分に応用可能なものであることが判明した。  

 従来のイスラーム金融の文脈においては、他の取引契約から応用された商業金融の

ためのパートナーシップ手法を「PLS（Profit and Loss Sharing）」すなわち「損益分配」

方式と呼ぶことが一般であった。ムザーラア契約を「損益分配」方式の一種とみなす

先行研究もある。しかし、農業における協業では利益ではなく農産物が分配の対象と

なるため、本論文では、この PLS と区別するために、ムザーラア契約とムサーカー契

約に基づく農業開発のための協業契約を「aPLS（agricultural Product and Loss Sharing）」

と呼ぶことを提唱している。  

 臨地研究に基づくマレーシアにおける実証的考察では、農業開発や遊休地活用に対

するイスラーム金融の利用可能性を、聞き取り調査を中心に調査をおこない、その結

果に基づき考察をおこなっている。対象は、マレーシア各地の農業従事者および農業

省、アグロ・バンクなど農業における遊休地活性化に関わる公的機関である。その結

果、aPLS 手法の利用可能性が十分にあることが明らかとなった。とりわけ、農業従事

者の需要と選好が強いという点、また、農業省という公的機関の取り組みによって組

織的な支援が十分に期待できる点、さらに、同国の主要な農業銀行であるアグロ・バ

ンクが現在全面的なイスラーム銀行への転換を図っている点などが指摘されている。

言いかえると、この aPLS の手法は、農業省のサポート（規制監督、利用促進政策の

採用）に基づき、アグロ・バンクのような現存のイスラーム金融機関を通して導入す
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ることが最も望ましく、そのあるべき導入プロセスについても本論文では検討をおこ

なっている。  

 マレーシアの経済発展の文脈においては、この aPLS を用いたイスラーム農業金融

は、成長著しいマレーシアのイスラーム金融産業の農業分野への参入を容易にするも

のと考えられる。農業分野が同国にとって新興経済発展分野であり、かつ経済発展に

は欠かせない分野であるという意味において、本論文で理論的・実証的に示されたイ

スラーム農業金融モデルは大きな意義を有しており、今後実施に移されることが期待

される。  
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（続紙  ２）                            

（論文審査の結果の要旨）  

 

 イスラーム金融論は、イスラーム復興にともなって 20 世紀半ばからイスラーム世界

の各地で理論化され、また実践されてきたイスラーム金融について考察する分野で、

従来は主として中東地域研究の中で発展してきた。近年は中東とならんで、東南アジ

アにおけるイスラーム金融の発展がめざましく、東南アジアを事例とする研究も急増

している。その一方で、これまでのイスラーム金融が商業や工業への投資が主であっ

たため、農業開発における投資に用いることについては、事例もきわめて少なく、研

究もほとんどなされてこなかった。  

 本論文は、その空白を埋めるべく、理論と実証の両面から、農業開発分野における

イスラーム金融手法の利用可能性、特に遊休地の活性化のためにイスラーム金融を用

いる場合の問題について、マレーシアを事例として考察している。  

 第 1 章においてイスラーム金融の歴史的展開を概観し、農業開発にイスラーム金融

を適用することの意義を明らかにしている。従来のイスラーム金融が、商業や工業で

の投資が中心で、農業開発を等閑視してきたという指摘は重要である。第 2 章では、

マレーシアにおける経済発展および経済をイスラーム化する試みについて考察し、第

3 章では同国のイスラーム金融の発展を明らかにしている。それらの考察を通じて、

同国において農業開発をイスラーム金融の新分野として開拓することの意義と可能性

が説得的に述べられている。  

 第 4 章では、具体的にどのような手法を用いることができるのかが詳細に検討され

ている。近代以前のイスラーム世界は経済活動が盛んで、そこでは非常に多様な契約

形態が用いられていたものの、近代的な銀行システムの導入は新しく、イスラーム法

で禁じられたリバー（利子）を排した金融をどのような契約形態を用いておこなうか

が、20 世紀半ば以降は大きな問題であり続けた。本論文では、近代以前のイスラーム

法学での 2 つの取引契約、耕作に関するムザーラア契約と果樹栽培に関するムサーカ

ー契約に注目し、詳細な法学的な検証をおこなった上で、それを現代的イスラーム金

融に応用しうるという結論を得ている。しかも、従来のイスラーム金融で一般化して

いる「PLS（Profit and Loss Sharing）」＝「損益分配」方式と比較して、農業において

は利益ではなく農産物が分配の対象となるため、農業開発のための協業契約を PLS と

区別して「aPLS（agricultural Product and Loss Sharing）」と呼ぶことを提唱している。

これは卓見であり、イスラーム金融論における創造的な貢献の一つとみなすことがで

きる。  

 第 5 章では、マレーシアでおこなった臨地研究に基づき、農業開発や遊休地活用に

対するイスラーム金融の利用可能性が十分あると指摘している。各地でおこなった聞

き取り調査から農業従事者の需要と選好が強いことを指摘している点が重要である。

第 6 章では、農業省や主要な農業銀行であるアグロ・バンクがイスラーム金融の推進

を図っていることを明らかにして、本論文が提起する新しい金融手法が実施に移され
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る可能性を述べている。本論文の成果はきわめて独創的で大きな意義を有しているが、

さらにそれが実践に移されるならば、いっそう大きな意義を持つものとなるであろう。 

 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、

平成 24 年 1 月 23 日、論文内容とそれに関連した事項について試問した結果、合格と

認めた。  

 

 

 


